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Non-gated and non-enhanced MR Angiography of the Hand using
enhanced acceleration selective arterial spin labeling (eAccASL).

International Society for MR Radiographers & Technologists (Web).
2021.05.17.

Hatsuda M. Five branes and Dualities. KEK Journal Club. 2021.03.05.

⻑岡 功. コラーゲンペプチドとグルコサミンの関節機能に及ぼす効果.
機能性⾷品⽤ペプチド研究会（60回）＆美容・アンチエイジング⾷品研究会（35
回）第7回合同研究会. 東京. 2021.2.22.

坂井建雄. ⼈体解剖図はいかに作られ、使われたか―解剖図の500年の歴史.
市⺠公開第37回岐⾩シンポジウム「⼈体解剖掛図の世界〜数⼗年の眠りから今よみ
がえったサイエンスアート. 岐⾩⼤学. 2021.03.27.

坂本 肇. ⾎管撮影領域におけるDRL2020の現状と今後の展望. 第11回東北放射線医療技術学術⼤会, 福島. 2021.10.30-31.

坂本 肇. 医療放射線利⽤の新たな時代へーDRLs2020と⽔晶体線量限度引き下げー. 第13回 Medical Imaging Conference Shizuoka (Web). 2021.06.12.

坂本 肇. ⾎管撮影領域での医療被ばくと適正管理. 第13回千葉IVR技術セミナー(Web). 2021.06.27.

⻑岡 功.
アスリートの軟⾻代謝とグルコサミンの軟⾻保護作⽤ −抗炎症作⽤とオー
トファジ−誘導作⽤−.

第26回ifia JAPAN 2021（国際⾷品素材/添加物展・会議）・第19回HFE JAPAN
2021（ヘルスフードエキスポ）. 横浜. 2021.05.13.

染⾕明正, 洲﨑悦⽣, ⻑岡 功.
アセチルグルコサミンによる炎症性サイトカイン産⽣の抑制−グルコサミ
ンとの⽐較−.

第28回⽇本未病システム学会学術総会. ⼤阪. 2021.11.21.

⻑岡 功, 染⾕明正, 五⼗嵐庸, 吉村雅⽂.
スポーツと未病：アスリートの軟⾻代謝に及ぼす機能性表⽰⾷品グルコサ
ミンの効果.

第28回⽇本未病システム学会学術総会. ⼤阪. 2021.11.21.
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坂本 肇.
法令改正 1年後の対応〜⾎管撮影領域 の線量管理・記録どのように してい
ますか？〜 改正法令の概要.

第2回関東Angio研究会(Web).  2021.09.18.

坂本 肇. 診療⽤放射線に係る安全管理とDRLs2020の役割. 第35回全国循環器撮影研究会総会・学術研究発表会(Web). 2021.05.30

渡邊裕之, 中世古和真, 井上光広, 安⽥光慶応, 加
藤京⼀.

頭蓋撮影におけるシミュレーション・プログラムを⽤いたトレーニングの
有効性.

第37回⽇本診療放射線技師学術⼤会.東京.2021.11.12-14.

坂本 肇. 眼の⽔晶体の被ばくについ―4⽉からの法改正を踏まえて―. 第3回⽇本放射線技術学会関東⽀部学術講演会 (Web). 2021.02.11.

村⽥⼀⼼, 尾川浩⼀, ⾅井桂介. コーンビーム CT の散乱線除去のための機械学習ネットワーク. 第40回⽇本医⽤画像⼯学会⼤会. 横浜. 2021.10.14.

⾅井桂介, 尾川浩⼀, 後藤政実, 坂野康昌, 京極伸
介, 他.

サイクル敵対的⽣成ネットワークによる胸部4次元コーンビームCTの画質
改善.

第40回⽇本医⽤画像⼯学会⼤会. 横浜. 2021.10.14.

坂本 肇. 線量計と線量測定法. 第44回循環器被曝低減技術セミナー(Web). 2021.08.28

Fujita S, Cencini M, Buonincontri G, Takei N,
Fukunaga I,  et al.

Simultaneous Relaxometry and Morphometry of Human Brain
Structures using 3D MR Fingerprinting: A Multisite, Multiplatform,
Multi-field-strength Study 3D MR.

第49回⽇本磁気共鳴医学会⼤会. 横浜. 2021.09.10-12.

Takei N, Fujita S, Fukunaga I, Miyoshi M, Aoki
S,  et al.

T1 weighted, T2 weighted and FLAIR imaging in a single scan for
Multicontrast Imaging.

第49回⽇本磁気共鳴医学会⼤会. 横浜. 2021.09.10-12.

池之内穣, 齋藤尚⼦, 松本⽂彦, 外崎桃⼦, 朝⽐奈
未紀, 他.

⾻⾁腫類似の前⽴腺癌下顎⾻転移の1例 第57回⽇本医学放射線学会秋季臨床⼤会(Web). 名古屋. 2021.09.17-19.

坂本 肇. 多職種で紡ぐVAIVT−チームで⾏う放射線安全管理−. 第66回⽇本透析医学会学術集会・総会. 横浜. 2021.06.04-06.

鈴⽊ ⾹, 洲﨑悦⽣, ⻑岡 功.
ヒト抗菌ペプチドLL-37はオートファジー機能の低下した⾎管内⽪細胞に
細胞死を誘導する.

第67回トキシンシンポジウム(Web). 2021.09.10.

⿊河千恵.
シンポジウム2 放射線治療における不確かさの評価：外部放射線治療に関
連した不確かさの推定「Introduction to Uncertainty in GUM−GUMに
沿った不確かさの概念」.

第77回⽇本放射線技術学会総会学術⼤会. 横浜. 2021.04.15-18.

坂本 肇.
放射線測定器の昨今から未来− 臨床における⽔晶体被ばく線量測定の昨今
から未来−.

第77回⽇本放射線技術学会総会学術⼤会. 横浜. 2021.04.15-18.

鈴⽊ ⾹, ⻑岡 功.
ヒト抗菌ペプチドLL-3による⾎管内⽪細胞のオートファジー誘導と細胞死
のメカニズム.

第94回⽇本細菌学会総会. 岡⼭. 2021.3.23-25.

熊⾕由美, ⾓⽥宗⼀郎, 桒原京⼦, ⻑岡 功.
⽣体防御ペプチドLL-37は、抗菌活性を有する細胞外⼩胞の放出を介して
マウス敗⾎症の病態改善をする.

第94回⽇本細菌学会総会. 岡⼭. 2021.3.23-25.

津⽥啓介. 化学.
⽇本アイソトープ協会 第1種放射線取扱主任者受験のための集中セミナー(オンライ
ン講習). 2021.05.17-07.25

⼤貫弘⼆, ⽵元省太, ⾕本恵⼦, 津⽥啓介, 村上康
⼆.

FDG-PET/CT可変収集時間の最適化〜撮影部位ごとの検討〜. ⽇本核医学会PET核医学分科会 PETサマーセミナー2021 in 下呂. 岐⾩.
2021.08.27-29.

⽵元省太, ⾕本恵⼦, ⼤貫弘⼆, 津⽥啓介, 村上康
⼆.

Non-Local Meansフィルタによるノイズ低減再構成の検討.
⽇本核医学会PET核医学分科会 PETサマーセミナー2021 in 下呂. 岐⾩.
2021.08.27-29.
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津⽥啓介. 新・PET撮像施設認証制度の Q&A、課題.
⽇本核医学会PET核医学分科会 PETサマーセミナー2021 in 下呂. 岐⾩.
2021.08.27-29.

津⽥啓介. 投与量の精度管理.
⽇本核医学会第21回春季⼤会 PET施設認証セミナー/PET撮像認証コース(Web).
2021.05.07-31.

初⽥真知⼦, 川崎広明, ⼭倉⽂幸, 鎌⽥弥⽣, ⿊河
恵, 他.

宇宙環境における⾷物への中性⼦線の影響. ⽇本物理学会2021年秋季⼤会(Web). 2021.09.21.

Hatsuda M, Siegel W. F-theory brane. ⽇本物理学会2021年秋季⼤会(Web). 2021.09.16.

Hatsuda M, Siegel W. T-theory with Ramond-Ramond gauge fields from F-theory. ⽇本物理学会第76回年次⼤会(Web). 東京. 2021.03.13.

坂本 肇. JAPAN DRLs 2020 IVRの改訂の概要と活⽤のポイント. ⽇本放射線技術学会九州⽀部 令和３年度放射線防護・計測セミナー. 2021.11.21

⾅井桂介, 尾川浩⼀.
教師なし学習による画像変換法を⽤いた胸部4次元コーンビームCTの画質
改善.

⽇本放射線技術学会第68回関東⽀部研究発表⼤会. 横須賀. 2021.11.27.

坂本 肇. DRL2020改訂に伴い把握しておくべきこと. ⽇本放射線技術学会中国・四国⽀部第22回夏季学術⼤会(Web). 2021.07.03.

⾅井桂介, 橘 英伸, 野⽥忠明, 横張徹男.
定位放射線治療法に対するポリマーゲル線量計を⽤いた計画検証システム
の検討.

⽇本放射線腫瘍学会第34回学術⼤会. ⼭形. 2021.11.12.

⼤島理規, 村本曜⼀, 川本晃⽂, ⼭⼝奈苗, ⼩杉康
夫, 他.

深吸気左全乳房照射⼼臓線量低減法施⾏時の許容  吸気量の検討. ⽇本放射線腫瘍学会第34回学術⼤会. ⼭形. 2021.11.13.

初⽥真知⼦, ⼭倉⽂幸, 鎌⽥弥⽣, ⿊河千恵, 川崎
広明, 他.

⾷物資源への宇宙放射線の影響. 放射線の利⽤と⽣体影響第195委員会 第1回オンラインセミナー. 2021.01.09.

初⽥真知⼦, 川崎広明, ⼭倉⽂幸, 鎌⽥弥⽣, ⿊河
千恵, 他.

⾷物資源への宇宙放射線としての中性⼦線の影響. 理研シンポジウム  (RANS シンポジウム). 2021.05.13.


